
建築士法改正により四号建築物の図書保存が義務化！
2020年3月より、建築士法施行規則（第21条関係）の改正により図書保存が見直され、
四号建築物は構造計算書等の下記図書を15年間保存することが義務付けられました。

一般社団法人住宅履歴情報蓄積・活用推進協議会
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-7-2 ステージビルディング
Tel：03-5211-8623　Fax03-5211-1056

いえかるてのマークについて

※住宅によっては書類がない場合（住宅性能評価書や長期優良住宅認定書類など、当該制度を利用してない住宅）があります。

新築時

メンテナンス＆リフォーム時

長期優良住宅認定書類
竣工図
住宅設備保証書・取扱説明書
瑕疵担保保険関係書類

地盤調査報告書
建築確認申請書類
工事監理報告書
完了検査済証
設計図書

構造計算書
施工写真
住宅性能評価
　 設計住宅性能評価書
　 建設住宅性能評価書

維持管理計画書
修繕記録
長期優良住宅維持保全計画書

設計図書
改修工事記録写真

瑕疵担保保険関係書類
点検・診断記録
リフォーム・改修記録

長期優良住宅においては住宅履歴情報の蓄積が義務付けられています。（長期優良住宅の普及の促進に関する法律 第十一条第一項）
また、2020年4月に民法が改正され、今までは建物に瑕疵があった場合に損害賠償の対象となっていましたが、今後は契約内容に則ってい
なかった場合も損害賠償の対象となります。そのため仕様書や施工図、契約書の保管が今まで以上に重要となります。「お施主様にできる限
り情報を残してあげたい」という思い、「きちんと直した」という誇り――そんな工務店様の気持ちに、「いえかるて」はしっかりお応えします。

設計が建築基準法第6条第1項第2号
又は第3号に係る図書である場合 建築士でなければできない設計又は

工事監理に係る図書である場合
左記以外の場合（100㎡以下の2階建て木造の

建築物等の設計又は工事監理に係る図書である場合）

左記以外の場合

保存図書の追加
● 構造計算書等の一部
（但し書きの計算書、壁量計算書等）

保存図書の追加
●基礎伏図　●小屋伏図　●各階床伏図　●構造詳細図
●構造計算書等（構造計算書、但し書の計算書、壁量計算書等）

新規義務付け
配置図、各階平面図、二面以上の立面図、二面以上の断面図、
基礎伏図、各階伏図、小屋伏図、構造計算書等、工事監理報告書

このマーク（正会員）はお客様からお預かり大切な
情報を一定の共通ルールで管理する、いえかるて
の会員情報サービス機関が使用するマークです。
従来の施主と施工会社という1対1の関係に、第
三者の情報サービス機関を加えることで、住まい
の情報管理がより確かなものになります。

※ 当協議会は、住宅履歴情報の蓄積と活用の支援事業を行う住
　 宅履歴情報サービス機関等を会員とする一般社団法人です。

http://iekarute.or.jp/
いえかるての詳細についてはHPをご覧ください

住宅情報書類は揃っていますか？ チェックして大切に
いえかるてチェックリスト 写真で記録を

残しておくと
わかりやすい！ お客様の資産価値を高め永続的関係を築くために

一般社団法人住宅履歴情報蓄積・活用推進協議会

新築＆リフォームしたら、
記録し続けることが大切



近年の建築士法改正、民法改正等により、住宅事業者にとって契約時の書類書面や設計

図書の保管が重要性を増しています。住宅履歴情報として、新築時の図面、性能評価書、

定期的メンテナンス時の書類等をきちんと整理・蓄積しておけば、それらは使い勝手の良

い「住宅資産価値の記録」となり、リフォーム時や売買時に役立ちます。

万一の時のためにもいえかるてによる備えが欠かせません。

いえかるては新築時だけでなく既存住宅でも利用できます。
たとえば点検や修繕、リフォームといったタイミングから始めることも可能です。

いえかるての特徴と仕組み
住まいの情報は大切なお客様の財産です

情報サービス機関が長期にわたり保管します

デジタルデータで簡単に必要な情報を引き出せます

情報サービス機関が、お客様ごとにログインIDとパスワードを
発行します。その後、事業者様よりお客様へログインID・パス
ワードをお知らせします。お客様はこのログインIDとパスワー
ドで、ネット環境さえあればどこからでもログインし、保管され
た住宅履歴情報にアクセス可能です。
いえかるてはお客様に安心と利便性を提供します。

いえかるてに

記録する4つの

メリット

住宅情報の見える化：全ての情報が一元管理されている
ため、必要な時に必要な情報を容易に確認・提供できま
す。建築士法改正、民法改正等に素早く対応するための
リスクヘッジにも最適です。

住宅情報の長期保管：地震や台風等で保管していた住宅
情報が失われると、大きなトラブルに繋がります。いえかる
てでは全ての情報をデジタル化しクラウド上に保管するた
め、大切なお客様の住宅情報を失いません。

住宅情報の活用：いえかるてに保管した住宅情報を活用し計
画的な長期修繕管理を行うことで、適切な時期にメンテナンス
できます。結果、住宅の維持管理コストを削減しながら住宅を
長持ちさせられます。

住宅情報の継承：住まいの行く末を考えるのも大事な終活
の一つ。生前贈与や売却、家を担保に融資を受ける等、いえ
かるてを活用すれば選択肢も広がります。もちろん住まい手
が替わっても過去の住宅情報は引き継がれます。

住宅履歴情報いえかるては
資産価値の記録です

長期保管

見える化

新築時

中古住宅購入時

活 用

継承

1.

2.

3.

4.

リフォーム時

図 面書 類 写 真

情報サービス機関

事業者様

登録・更新
メンテナンス

お客様

閲覧・登録

住宅履歴情報

③ID・
パス
ワー
ド発

行

①
お申込み

②
ID・パスワード発行

確認

「いえかるて」でお客様の
資産を守りましょう
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